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Bortezomib 投与中に尿閉をきたした多発性骨髄腫の 4 例 
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【目的】bortezomib は有用な骨髄腫治療薬剤であり、主となる用量制限毒性は末梢神経障害

である。当科では bortezomib で治療した 16 例のうち 4 例で、神経因性膀胱による尿閉を認

めたので報告する。【症例 1】63 歳男性。2002 年 7 月に MM(IgG-κ, stageⅢA)と診断。2004

年 11 月 22 日より Dexa 併用で治療開始。2 コース目の day17 に尿閉を発症。【症例 2】71 歳

男性。2003 年 3 月に MM(IgA-λ, stageⅢA) と診断。2005 年 6 月 3 日より Dexa 併用で治療

開始。2 コース目の day16 に尿閉を発症。【症例 3】61 歳男性。1997 年 3 月に MM(IgG-κ, stage

ⅢA)と診断。2007 年 1 月 19 日より治療開始。2 コース目の day7 に尿閉発症。自然軽快後、

減量して 3 コース目を行うも day8 に再度発症。その後軽快。【症例 4】69 歳女性。2003 年 7

月に MM(BJP, stageⅢA, amyloidosis+)と診断。2007 年 7 月 17 日より Dexa 併用で治療開始。

day14 に尿閉を発症したが、自然軽快。【考察】尿閉は、bortezomib の投与開始 1 コース目

day14 から 2 コース目 day17 の早期に認められた。また、16 例中 7 例で 3 コース以上の

bortezomib 治療を行っているが、3 コース目以降での尿閉発症は認めていない。16 例全例で

VCR が、9 例で thalidomide が投与されていた。尿閉が不可逆性であった 2 例は thalidomide

の投与歴があった。【結論】尿閉の発症に関しては、特徴的な臨床的背景を認めなかった。 


